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【公開番号】特開2006-32928(P2006-32928A)
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【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/20    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  21/265   ６０２Ｃ
   Ｈ０１Ｌ  21/268   　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｌ  21/268   　　　Ｔ
   Ｈ０１Ｌ  29/78    ６２７Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月22日(2008.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザ発振器と、ビーム強度可変手段と、凸レンズまたは回折光学素子を有し、レーザ
光を照射面に対して斜め方向に入射するように設定されたレーザ照射装置であり、前記レ
ーザ光は前記照射面に対し往路と復路で照射領域を移動して相対的に走査するとともに、
前記ビーム強度可変手段は往路と復路でビーム強度を可変することを特徴とするレーザ照
射装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記凸レンズまたは前記回折光学素子を通過して前記照射面に照射
される前記レーザ光のビーム形状は矩形状、線状、または楕円状であることを特徴とする
レーザ照射装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、前記ビーム強度可変手段は、偏光板またはＮＤフィ
ルターであることを特徴とするレーザ照射装置。
【請求項４】
　請求項３において、前記偏光板は、複数個であることを特徴とするレーザ照射装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項において、前記レーザ発振器からのレーザは、連続発振
またはパルス発振の固体レーザまたは気体レーザまたは金属レーザであることを特徴とす
るレーザ照射装置。
【請求項６】
　請求項５において、前記レーザ発振器からのレーザは、単結晶のＹＡＧ、ＹＶＯ４、Ｙ
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ＬＦ、ＹＡｌＯ３、ＧｄＶＯ４、または多結晶のＹＡＧ、Ｙ２Ｏ３、ＹＶＯ４、ＹＡｌＯ

３、ＧｄＶＯ４に、ドーパントとしてＮｄ、Ｙｂ、Ｃｒ、Ｔｉ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｔａ
のうち１種または複数種添加されているものを媒質とするレーザ、ガラスレーザ、ルビー
レーザ、アレキサンドライドレーザ、Ｔｉ：サファイアレーザから選ばれた一種であるこ
とを特徴とするレーザ照射装置。
【請求項７】
　請求項５において、前記レーザ発振器からのレーザは、Ａｒレーザ、Ｋｒレーザ、ＣＯ

２レーザから選ばれた一種であることを特徴とするレーザ照射装置。
【請求項８】
　請求項５において、前記レーザ発振器からのレーザは、１０ＭＨｚ以上の周波数でパル
ス発振を行うレーザであることを特徴とするレーザ照射装置。
【請求項９】
　請求項８において、前記レーザ発振器からのレーザは、単結晶のＧｄＶＯ４、ＹＶＯ４

、ＹＡＧ、または多結晶のＹＡＧ、Ｙ２Ｏ３、ＹＶＯ４、ＹＡｌＯ３、ＧｄＶＯ４に、ド
ーパントとしてＮｄ、Ｙｂ、Ｃｒ、Ｔｉ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｔａのうち１種または複数
種添加されているものを媒質とするレーザであることを特徴とするレーザ照射装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一項において、前記レーザ発振器からのレーザは、非線形光
学素子により高調波に変換されていることを特徴とするレーザ照射装置。
【請求項１１】
　レーザ発振器より第１のレーザ光を発振し、前記第１のレーザ光を、往路と復路でビー
ム強度を変えるビーム強度可変手段を通して第２のレーザ光とし、前記第２のレーザ光を
凸レンズまたは回折光学素子を通して第３のレーザ光とし、前記第３のレーザ光を照射面
に対して斜めから入射するとともに前記照射面に対して往路と復路で照射領域を移動して
相対的に走査することを特徴とするレーザ照射方法。
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